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中間連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

2026 年２月 13 日付で公表いたしました 2026 年 12 月期第 2 四半期（中間期）連結業績予想と本日公

表の実績との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値の差異（2026 年 1月 1 日～2026 年６月 30 日） 

 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰属

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

4,303 
百万円 

241 
百万円 

216 
百万円

142 
円銭 

17.63 

今 回 実 績（Ｂ） 4,413 358 307 201 24.85 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 110 117 91 59  

増 減 率（％） 2.6 48.5 42.1 41.5  

（ご参考）前 期 実 績 

（2025 年 12 月期（中間期）） 
4,418 273 297 174 21.49 

＜差異の理由＞ 

売上高については、精密金型事業セグメントにおいて、特に中国の子会社で検収手続きに遅れが生じ

たことなどにより前回予想を下回りましたが、精密成形品セグメントにおいて、特にインドネシア、タ

イの子会社で前回予想を上回ったことから、売上高は前回予想を上回りました。 

営業利益については、精密金型事業セグメントにおいて利益率の低下がみられましたが、精密成形品

セグメントにおいて増収により利益率が向上した影響で、販売費及び一般管理費は増加したものの、前

回予想を上回りました。 

経常利益については、営業外費用で為替差損 30百万円が生じましたが、営業利益が前回予想を上回っ

たことにより、前回予想を上回りました。 

親会社株主に帰属する中間純利益については、経常利益が前回予想を上回ったことにより、前回予想

を上回る 201 百万円となりました。 

 

以 上 


